
Ⅰ．はじめに

近年，協創の重要性が増し［1］，レジリエンスや多

様性，対話力が求められている［2］［3］。OECD のキー・

コンピテンシーを受け新学習指導要領［4］では，「主

体的・対話的で深い学び」が取り入れられた。近年

教員養成や人材育成において従来通りの教える教育

ではなく，学習者のやる気や意欲を引き出す教育が求

められており，教師同士が主体的に協働することや

教育，指導法のあり方が模索されている［1］［2］［3］［4］［5］。

著者は2013年から教育工学と問題解決を専門と

する教員と共に学部の選択必修科目であるインスト

ラクショナルデザインを担当している。この授業は

毎年110名前後の受講者が 5～6 人のチームになり

テーマをもとにラベルを使って話し合い，図解を作

成しプレゼンテーションを行う。この授業を通じて

2015年に自己や他者を尊重しながら互いにリーダー

シップを発揮する「ラベルコミュニケーション」［6］

を体系化することで受講者のコミュニケーション能

力を向上することができた［6］［7］。ラベルコミュニケー

ションにより，多くのチームにおいて主体的な活動

が促進し対話は活性化している。しかしメンバーに

遠慮することで話し合いが進まないチーム，一人が

行き過ぎたリーダーシップを発揮したために他のメ

ンバーのやる気を停滞させているチームもあった。

さらに学習が主体的に促進する時もあれば教師の意

図する方向（答え）を受講者が探る場面もあった。

これまでの著者の実践経験から「主体的・対話的で

深い学び」は手法や方法が確立されていれば「対話」

は保証されるが実際に「主体的」で「深い学び」に

なるためには手法や方法だけでは不充分ではないか

と考える。

赤坂［5］は「主体的・対話的で深い学び」に必要

なのは，子どもの自ら進んで他へ働きかける「能動

性」であり，それを引き出すためには教師の「リー

ダーシップ」が重要であるとしている。具体的には
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教師の指示に子どもを従わせる関係ではなく，教師

と生徒，生徒同士の対等な対話が実現できるような

教師のリーダーシップの発揮の仕方，所作や振る舞

いであると述べている。これからの教育における教

師行動の研究には指導法を越えた関わり方（リーダー

シップ）が求められる。

著者は2017年9月に世界に先駆けて教育にアク

ティブ・ラーニングを導入し成功させているオラン

ダ［8］［9］において，教師や子どもの主体的で能動的

な学びを促す斬新な組織改革［10］を行った小学校を

視察した。本稿はその実態をまとめることで「主体

的・対話的で深い学び」についての示唆を得ること

を目的とした。

Ⅱ． 方法

１．調査対象

（1）SAMI-Concept,SAMI-Training

オランダ人の ServaasKlute氏と HansSchot

氏が共同研究・開発したリーダーシップと組織にお

ける人と人との関わり方の理想像をモデル化したも

の。過酷な自然の中で，自分の組織をまとめ，前進

させるラップランドに住むサーミ族にインスピレー

ションを受け，リーダーシップとは何かを追求する

コンセプトとトレーニングである。

（2）VierKeerWijzer�

HowardGardnerの多重知能理論（MI）を活用

し，オランダの教員のMarcoBastmeijer氏が開発

した教育モデル及び教材。人は一人ひとり違い，それぞ

れ得意な知能を複数持っている。VierKeerWijzer�は

オランダのカリキュラムに応じた内容を子どもが得

意な知能を通じて，主体的に学習できるよう教材化

されている。現在オランダの公立と私立の小学校，

約250校で取り入れられている。

２．調査方法・内容

著者は，SAMI-Concept,SAMI-Trainingについ

て，開発者のServaasKlute氏とHansSchot氏か

らSAMI-Conceptについて講義を約10時間受け，

1日コースのSAMI-Trainingを受けた。さらに，

SAMI-Conceptを学校の組織改革として取り入れた

「P.C.DaltonschoolDeRietakker」小学校を視察

しJanBuis校長及び担任にインタビューを行った。

VierKeerWijzer� について，開発者の Marco

Bastmeijer氏にインタビューを行いVierKeerWijzer�

取り入れた小学校「NelsonMandelaschool」と

「Basisschool」を視察しRuudSahertian校長及

びEdwinBuse校長と担任にインタビューを行っ

た。本研究で報告する調査対象校は3校ともに1ク

ラス25名程度であり，規模及び児童数は同程度で

ある。校長やクラス担任，子ども達へのインタビュー

の内容，及び学校の取り組みや設備などの特徴につ

いて，通訳を仲本かな氏［註1］に依頼し，その場で通

訳された内容をノートに記録した。校長や担任から

説明された学内や教室等の展示物等はカメラで撮影

し，持ち帰った。後日，記録したノートの内容及び

写真などの資料について著者と仲本氏で翻訳と内容

の解釈を行った［註2］。

３．調査・翻訳期間

2017年9月13日～9月29日

Ⅲ．結果

１．SAMI-Conceptによる学校の組織改革

（1）SAMI-Concept導入前後の学校の実態

SAMI-Conceptに基づいて学校と学級を運営し

ている「P.C.DaltonschoolDeRietakker」小学校

はJanBuis校長が9年前に赴任した時期に多くの

問題を抱え，毎晩遅くまで対処に追われていた。小

学校は1つの組織であるが教職員の考えや価値観は

バラバラであった。JanBuis校長はSAMI-Concept

を学び，校長と教職員で半年間かけて学校のビジョ

ンと価値観等を整理すると共に校長や学年主任，担

任のリーダーシップのあり方を見直した。その結果，

校長や教職員には余裕が生まれ，先生同士，先生と

子ども達の関係，子どもたち同士の関りが良好になっ

た。

（2）SAMI-Conceptの主な概要［11］

（2-1）５つの柱

SAMI-Conceptは組織における人と人との関わ

り方の理想像をサーミー族のテントをモデルにして

表現している（図1）。組織は5つの柱で支えられ，

上が動くと，下も同時に動くという有機的なもので

ある。学校を例に図1を説明すると，円盤の1番上

が校長を表し，2番目が教職員を表し，3番目が生

徒と保護者を表す。学級を例にすると円盤の1番上

が担任を表し，2番目が生徒を表し，3番目が保護
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者を表すことになる。

SAMI-Conceptの 5つの柱とは組織の規律とな

るものである。

① ビジョン形成：学校が目指していること（ビジョ

ン）を校長も教員も子ども達も同じ表現で答え

られること。

② メンタルモデル：決まりきった考え方から離れ

て思考することができること。

③ システム思考：出来事がバラバラに起こってい

るのではなく，組織における位置づけを理解で

きること。例えば個人の子どもの問題であって

も，学校という組織としての課題はないのか考

える。なぜその出来事が起こっているのか，前

後・周囲・全体を思考できる。

④ 個人の学ぶ姿勢：常に変化する社会や生活環境

に順応できるように対等に学ぶ姿勢が大切であ

るということ。

⑤ チーム学習：組織内外の人たちと対話を通じて，

全体像を探求し改善しようとする姿勢。対話を

通してみんなで決めたビジョンや価値観に対し

て，みんなで取り組むこと。最も重要な部分は

「内部コンパス」（図2）と呼ばれており，組織

の心臓となるものである。内部コンパスはビジョ

ンと価値観とスローガンである。これはリーダー

とチームが対話を繰り返し，みんなの理想を結

晶化して作成するものである。内部コンパスが

常に組織の方向性を示し，それぞれの協働意識

と意欲と取り組む姿勢を高める。

（2-2）真のリーダーの役目とは

組織を形成し意欲づけるのはリーダーの役目であ

る。学校の教職員をまとめ教職員一人一人の心に火

をつけるのは校長の役目である。学級の生徒をまと

め生徒一人一人の心に火をつけるのはリーダーであ

る担任の役目である。SAMI-Conceptにおける真

のリーダーは3つの役割（図3の右側）がある。一

人で3役するという意識が大切である。この役割

を「役割帽」と呼び，組織のリーダー（校長・担任）

は，常に状況と必要に応じた役割の帽子を想像上か

ぶり，瞬時にその役割に合った視線や態度や話す内

容を使い分ける心がけが大切である。さらにリーダー

シップの役割の裏（図3の左側）には，その人の

「個人的アンカー」が底流に存在し役割の資質を左

右している。真のリーダーになるためにはリーダー

自身が自分の「個人的アンカー」を理解することが

必須である。

（2-3）理想のリーダーにおける3つの役割

① リーダー：先導者

「夢や理念」の旗を掲げ，組織全体が目指す組織

の在り方を明確にし，やる気と協力する意義を与え

る。リーダーの役には，その人自身の「弱さ」を創

り出されて冷笑されても，めげず夢や目標を語れる

個人的力量が必要である。

② マネージャー：管理者

組織内の人やグループそれぞれの仕事と責任を明

確にし，仕事を与え任務を果たすよう管理する。マ
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図１．SAMI-Conceptのモデル

図２．内部コンパス

図３．リーダーの役割と個人的アンカー



ネージャー役には組織全体が取り組むように「何事

にも根気強く徹底的に，時には厳しく管理できる個

人的力量が必要である。

③ コーチ：理解者

組織内の人やグループが助けを求めていることに

気づき，話を聞く。メンバーとの対話やコーチング

を通して解決策を見出し，前向きな姿勢を育てる。

コーチ役は組織や個人の成長のために，対等の立場

で接することができる個人的力量が必要である。

（2-4）各役割の個人的力量に求められる資質

個人的力量に求められる資質「弱さ・力・同情」

について，さらに追及してみると，「毒」と「解毒」

がある（図4）。人に「責め」られるのが嫌い，苦

手。そういう気持ちが「毒」となって作用するとリー

ダー力は弱まる。その毒性を弱める「解毒」には

「和解」がある。この和解を意識することで例えば

他人に「責め」られても組織のビジョンの達成のた

めに「それでもいい」と自分に言い聞かせ邁進する

ことにつながる。

力強い・はっきりした態度をとるのが苦手な人は

「力」が弱い。それは「生徒や保護者に嫌われたら

恐い」などの「恐れ」が「毒」として作用している

からである。その毒性を弱める解毒は「勇気」であ

る。自分に「勇気」を与えて，自分の毅然とした立

場に自信を持たせる。

「同情」を左右しているのは，自分の中にある

「判断」である。それが個人的な思い込みの「判断」

や偏見は「毒」になる。その毒性を弱めるには，

「寛大さ」が必要である。自分と違う価値観のもの

に対して，「寛大さ」があると「固守する判断」を

弱め，対等な立場を作ることができる。

SAMI-Conceptのリーダーシップは組織の鏡と

なるリーダーのあり方や役割だけではなく，リーダー

自身が自己分析と個人的課題などを省察する。そし

てリーダーとしての人格をコンセプトとトレーニン

グを通して確実に育てていくものである。

（3）SAMI-Conceptによる学校や学級運営の実態

「P.C.DaltonschoolDeRietakker」小学校は組織

レベルである学校と学級において，SAMI-Concept

のビジョン形成（図1）を可視化し，学校が目指し

ているビジョンや価値観（図2）を校長も教員も子

ども達も同じ表現で答えられるように工夫していた。

（3-1）SAMI-Conceptによる学校全体の取り組み

SAMI-Conceptでは①価値観，②ビジョン，③ス

ローガンをリーダーとチームが対話を通して作成し，

可視化する，その実際を以下に紹介する。

① 学校のあり方（価値観：図5～図10）

「P.C.DaltonschoolDeRietakker」小学校の校

長先生と先生方で決めた学校のあり方（価値観）は

5つあり「安全」，「コミュニケーション」，「自立」，

「成長」，「キリスト教精神」であった。発達段階に

応じて子ども達が理解できるように先生方のアイディ

アで，様々な形で可視化され，先生方，子ども達，

保護者がいつでもどこでも目にすることができるよ

うに，珈琲コーナーや廊下，椅子がある場所などに

美しく飾られていた。壁面装飾の内容は全てこの学

校の先生方の対話から生み出したアイディアであり，

絵やモニュメントもこの学校を退職した教員によっ

て創られたものである。
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図４．リーダーとしての人格と課題
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図５．５つの価値観
学校のキャラクター「RiCo」を使用した5つの価値観。

持っているのは校長先生。

図６．低学年に価値観を教えるために創られた
壁面装飾

木には5つの価値観を表現した鳥が住んでいる。それ
ぞれの巣箱には，価値観を表現した20㎝位の鳥のぬい
ぐるみが入っている。価値観の安全を意味する鳥はエ
ナガ，コミュニケーションはヤツガシラ，自立はアオ
ゲラ，成長はゴジュウカラ，キリスト教はふくろうで
表現されている。学級で何か問題があった場合に担任
はこの鳥のぬいぐるみを学級に持って行き，学校が目
指す価値観に触れながら子ども達と担任で対話する。
このように鳥のぬいぐるみを教室で絶えず使いながら
子どもたちに価値観を教える。

図７．高学年に価値観を教えるために創られた
壁面装飾

地球，宇宙，ロケットで5つ価値観を表したもの。学

校を卒業するまでに5つの価値観のもと人生の基盤を

身につけ，未来に向かって飛び立つという願いが込め

られている。

図９．価値観に関係する展示物②
この絵は職員室の中に展示されていた。学校の価値観
「成長」を表したもの。
「自分のコンフォートゾーンから勇気をもって抜け出そ
う。そこには新しく素晴らしいことが起こるよ」とい
う内容であり、自分にとって安心で心地よい場所から
勇気を持って抜け出しチャレンジしていこうという願
いが込められている。

図８．価値観に関係する展示物①
学校の廊下の所々に絵や写真に加えメッセージが書か

れたものが額に入り，飾られていた。

このメッセージは高学年の廊下に展示されていた。学

校の価値観「成長」を表したもの。「飛び込むならい

つも深いところがいい。そうでないと痛いよ」という

内容であり，成長するために勇気をもってチャレンジ

しようという願いが込められている。

図10．学校の価値観と教育プログラムの模型
保護者や外部からの来客に対し，学校を説明する時に
用いる模型。外側には学校のキャラクター「RiCo」
によって5つの価値観が描かれている。木の家の中に
はこの学校で子どもの能力や必要に応じて提供する教
育プログラムとその選択の過程が示されている。



② 学校が目指す理想（ビジョン）

みんなの学校。学校に入ると，誰もが心地よく感

じる雰囲気を大切にする。みんなそれぞれが自分自

身でいられることを尊重する学校である。

③ スローガン（ビジョンを一言で表したもの）

「togetherunique!」

みんなで一緒にがんばろう。みんなそれぞれが違

うから力になれる。

学校のキャラクター「RiCo」（図11）は様々な

形で表現されたものが学内に飾られている。子ども

一人一人の顔写真を用いたモザイクの絵で創られた

ものもあった。一人一人の良さと皆でいることの良

さ，その両方を大切にしている学校の目指すビジョ

ンやスローガンを子ども達が理解できるよう工夫さ

れていた。

（3-2）教職員の取り組み

視察したのは10月の新学期であった。先生方の

今年のビジョンと価値観が職員室に飾られていた

（図12）。これは教職員全員で一日かけて作成され

たものである。太陽に表記されている意味は，オー

プンで正直に一緒に協働することで，お互いの能力

を活用し，それぞれのコンフォートゾーンから勇気

をもって飛び出し，一緒に楽しむことである。

（3-3）子ども達の取り組み
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図11．小学校のキャラクター
この学校のキャラクター「RiCo」。頭はパンダで体は
虎，そして尻尾はきつね。虎は勇敢さと強い精神。き
つねは賢い戦略で解決する力。パンダは他人とのコミュ
ニケーションを表現している。内面に勇敢さと賢さを
持つが，常にパンダの顔で穏やかに他人と接すること
ができる。例えば相手との関係を崩さずに，言うべき
ことは言うというコミュニケーションのあり方を示し
ている。

図12．2017年度の教職員のビジョンと価値観
上の海の絵は，船が出向し，目標の島に着くまでの道
のりを表したもの。何か問題があったときにサメや嵐，
海賊等をこの絵に貼って視覚化し，校長先生と教員で
共有する。この絵は保護者や生徒も目につく場所に掲
示されている。問題を乗り越えるにはどうすればいい
か教職員で話し合って小さな目標を決めて進む。船は
移動し，一年かけて南国を目指すが途中，何か問題が
起こって，教職員のあり方が後退しているのであれば，
それを表すために港に戻ることもある。

図13．2017年度のグループ1・2（4～6歳クラス）
のビジョンと価値観



図13は学級のグループ1，2（4～6歳）のクラス

においてビジョンと価値観を子ども達と先生で表現

したものである。

太陽には子ども達で考えた今年目指すこと（ビジョ

ン）が付箋に書かれて貼り付けられている。例えば

数字，文字を学ぶ等。船には子ども達が提案したク

ラスのあり方やお互いの関係（価値観）が書かれて

いる。例えば一緒に遊ぶ，分け与える，助け合う，

よく聞く等である。この絵を使ったクラス運営の例

は，授業中に文字の説明をしている時に先生の話を

聞いていない子がいたとする。教師は太陽の絵の中

に書かれた「文字を学ぶ」というビジョンを指し，

次に船の上の「よく聞く」という価値観を指す。

「みんなでこの太陽までたどり着くには，『よく聞く』

をみんなで実践するって約束したよね」と話す。ビ

ジョンを達成するには，子どもたちが自分たちで決

めた価値観の実践が日々大切だということをこの絵

を通して対話することで子ども達に実感させている。

この学校では授業や活動において常に学校のビジョ

ンと価値観（図6）とクラスのビジョンと価値観を

意識し，それを実行している。

図14はグループ3（8～9歳）のクラスにおいて

木と小鳥でビジョンと価値観を表現したものである。

ビジョンはみんなで頑張り進級すること（オランダ

は留年もあるため）。ビジョンの達成は木の下に生

まれた鳥が上までたどり着くことで実現される。価

値観は木の上に文章で表現されている。その内容に

は「協働して学ぶ，難しい課題でもあきらめずに頑

張る，間違えをしてもいい，必要な時に助け合う，

一人一人を尊重する」と記載されていた。視察した

時期は新学期の始めでビジョンに向けてのスタート

を祝う会を催すところであった。みんなでケーキ

（3年生から4年生に向けて）を食べてこれからの

一年の団結と価値観の実践を宣言する。クラスには

子どもたちが描いた1つの卵の絵があった。これか

らお祝いの中で「クラスの鳥」が卵から孵り，木の

根っこに置かれる。そして一年かけて木の頂上を目

指す。途中で蛇やネズミ等の困難に遭遇するかもし

れないがみんなでがんばろうという気持ちがこの絵

には込められている。

図15-1はグループ8（11～12歳）のクラスにお

いて山の頂上と登山でビジョンと価値観を表現した

ものである。ビジョンは一年後にポジティブで気持

ちよく安全な気持ちで頂上まで到達し，一人一人が

自分に合った，自分が選ぶ中学校のレベル（*）に到

達することである。

図15-1の絵を通してどのようにクラスづくりを

するか。目標は小さく具体的にしながらゴールに近

づくように成長していくため，このクラスでは 6

週間の小さな目標を具体的な文章で表現していた

（図15-2）。
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図14．2017年度のグループ３（8～9歳クラス）の
ビジョンと価値観

図15-1．2017年度のグループ８（11～12歳クラス）
のビジョンと価値観



（3-4）6週間の目標（図15-2）の翻訳

● 私たちはお互いの意見を尊重し，お互いのために

なることを心掛ける

● 私たちは相手を尊重しポジティブな姿勢で話す

● 私たちは「一つ」のグループである

● 信号（**）が黄色の時はささやき声で協働し，ほ

かの人の迷惑にならないようにする

● 臨時の先生が来た時にも自分たちの決まりを守る。

子ども達は毎週自分たちの目標が達成できたかど

うか（＋－の表示）を省察していた。図15-1右下

の赤い矢印が現在地。頂上のゴールを目指して一年

間進む。6週間後（橋のところ）（図15-1）でこれま

での取り組みを総合的に省察し祝う。さらに次の6

週間の目標を立てる。このお祝いという儀式がある

ことでビジョンと価値観が現実的で実践可能なもの

になる。

（*）オランダは小学校の卒業時に中学校の進学レベ

ルが学校の先生によって決められる。オランダは

中高一貫で4～6年コースがある。6年コースに

行けるのは通常クラスの5～10％。5年コースは

10～15％。

（**）オランダでは，授業の秩序を守るために信号を

利用している。赤の時は静かに，黄色の時はささ

やき声で，青の時は話してもいいという約束。

２．VierKeerWijzer�による能動的で多様な

能力を促す教育メソッドの実態

（1）導入前後の学校の実態

「NelsonMandelaschool」は移民が多く住む地

区に新しくできた小学校である。RuudSahertian

校長は「人種や宗教に関係なく協働で学ぶ学校を創

りたい」，「相手を尊重し皆で創っていく学校を目指

す」という願いのもと，勉強ができる子もできない

子もみんなで学べる教育を探しに様々なワークショッ

プに参加しVierKeerWijzer�の導入に至った。学

校の玄関に入ると子ども達が現在取り組んでいるテー

マがすぐにわかるような展示物やクイズボックスが

設置されており，子ども達の学びに保護者や来客者

が参加できるような工夫が見られた（図16）。「Nelson

Mandelaschool」は現在取り組んでいるテーマが

「住む」であり，玄関に国連の調査による「ヨーロッ

パにおける住みやすい国ランキングトップ10」の

写真を貼り，生徒と保護者が参加できる国名を当て

る懸賞クイズを行っていた。このような保護者の参

画を促す工夫は子ども達のやる気を促していると感

じた。

「Basisschool」のEdwinBuse校長は，子ども

は活動的で遊ぶ者であるという，子ども本来の特性を

生かす教育を導入しようと考えVierKeerWijzer�

を導入した。この教材の開発者MarcoBastmeijer

氏によると，導入時，VierKeerWijzer� は従来の

教育方法と違い，画期的であるため教員や保護者か

らの理解が得られなかったそうである。しかし導入

後，子どもたちの学習に対するモチベーションが向

上し，家でも学びを続ける子どもの姿が見られた。

教員や保護者は子どもたちのやる気に圧倒され，こ

の教材の素晴らしさを認めるようになったそうであ

る。教員の研修は初回から実践して経験を省察し，
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図15-2．６週間の目標と各週の振り返り

図16．玄関に掲げられたテーマ



それを繰り返しながら実践レベルを高めている。こ

の教材を指導する教員は，子どもの主体性を尊重す

ること，そして深い学びに導くような質の高い質問

をすることが求められる。教材を導入した学校には

VierKeerWijzer�のアドバイザーが2～4年かけて

通い，教師のあり方を実際に見せながら実践的に教

えている。

（2）VierKeerWijzer�の主な概要

学校全体は一つのテーマに対し約3週間～6週

間かけて取り組む。学校は今取り組んでいるテーマ

が分かるように，校内のあらゆる所に関連のある物

やポスター等で飾り（図16）（図17），子どもたちの

興味を誘う雰囲気を作る。VierKeerWijzer� で行

う教科は生物，歴史，地理等である。各教科の内容

をテーマで枠組みし，例えば「かつら」，「住む」，

「魔女」，「文字の歴史」，「世界旅行」など子どもに

とって魅力的で独創的なタイトルと観点になってい

る。「かつら」とは16世紀頃からヨーロッパで作曲

家や裁判官等が正装としてかつらを着用していた時

代の学習。「魔女」は12世紀頃からの魔女狩りの時

代のヨーロッパの歴史であり，子ども達の目線で楽

しく学習できるようになっている。同じテーマ内に

おいても各学年の教科カリキュラムに対応した学年

別の学習内容になっている。

（2-1）学びのスタートは8つの知能の選択

VierKeerWijzer�はHowardGardnerの多重知

能理論（MI理論）を活用している。MI理論は，

人は一人ひとり違い，それぞれ得意な知能を複数持っ

ているという考えから以下の8つの知能（以下は

オランダの教材で紹介されているMI理論，「知能」

を「知性」と翻訳されていることもある）の内容が

理論化されている。

① 身体運動的知能：身体を使うことが好き

② 空間・視覚的知能：絵や図（3Dも含む）を描

くこと，見ることが好き

③ 論理数学的知能：数字が好き，分類することが

好き

④ 対人的知能：他人と一緒にやることが好き（演

劇，ゲームなども含む）

⑤ 言語的知能：読み書きが好き

⑥ 音楽的知能：音楽が好きでリズム感があり，音

に敏感

⑦ 内省的知能：自分について考えることが好き

⑧ 博物的知能：自然や動物，昆虫などが好き，自

然界のものを識別することが好き

単元のスタート時，教室にはテーマに応じた 8

つの知能の課題カードが掲示される（図19）。子ど

もたちはその中から自分の好きな内容のカードを選

び，自分の名前が書かれたクリップで留め（図20），

それぞれに取り組む。子どもは自分が得意，不得意

な知能という意識がなく面白そうな課題を自由に選

ぶ。自分が苦手とする知能の課題を選ぶ場合もあり

経験を通して新しい得意を発見することもある。教

師も特定の知能を促したりはせず，完全に子どもに

主体性を与えて学べる環境を作る。
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図17．教室に掲げられていたテーマ
低学年のクラスはテーマの雰囲気に合うようなコーナー

を作り，テーマに関連する作品などを集めていた。

図18．多重知能理論の８つの知能
（絵はVierKeerWijzer�開発者のMarcoBastmeijer氏が描いたもの。VierKeerWijzer�を取り入れている学校の施
設や教材で目にする。例えば図書館の入り口に言語的知能の絵が貼られている。）

身体運動的知能 空間・視覚的知能 論理数学的知能 対人的知能 言語的知能 音楽的知能 内省的知能 博物的知能



（2-2）8つの知能の課題例

グループ7（5年生）のテーマは西ヨーロッパで

あった。子ども達が選択する8つの知能に関する

課題は以下のとおりである。

① 身体運動的知能：ブリッセル万国博覧会（1935

年）のモニュメントを作成する

② 空間・視覚的知能：ヨーロッパの主要都市でやっ

ているミュージカルのポスターを描く

③ 論理数学的知能：インターネットを使用し自分

の家から西ヨーロッパ全ての首都までの距離を

調べる

④ 対人的知能：友達と一緒にヨーロッパ旅行を考

える

⑤ 言語的知能：ヨーロッパ言語のクイズを作る

⑥ 音楽的知能：西ヨーロッパの地名や地理とヨー

ロッパ言語を入れたラップを作る

⑦ 内省的知能：「EU圏内のどの国に住みたいです

か？」「それはどうしてですか？」の問いに対

し，自分の考えを述べる

⑧ 博物的知能：ヨーロッパに生息するオオカミの

分布を調べ，地図を作る
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図19．８つの知能のカードを選ぶ
8つの知能の課題カードを子どもたちが選んでいる様子

図20．どの知能を使って
学ぶのか宣言する

自分が選んだ課題カードを

自分の名前のクリップでと

める。この課題は音楽的知

能の課題で7人が選択して

いた。

図21．課題に取り組む子どもの様子
一人はパソコンで調べ，もう一人は模型を作っていた。
このように二人や数名のグループで協働して作成して
いる様子が見られた。一見，作品を作っているように
見えるが，その作品を作りながら，その背景にある歴
史や地理などを学んでいる。

図22．教師が子どもに働きかける様子
教師は子ども達一人一人と対話しながら「何を作って
いるの？」「それはどこにあるの？」「そのものについ
てもっと教えてくれる？」等，子どもたちに質問してい
た。子どもたちは作品を作ることが最終目的ではない。
教師は常に地理や歴史への興味と理解を促していた。

図23．各自の課題をマインドマップにしている様子
クラス全員で見つけたヨーロッパの情報をマインドマッ
プにまとめる。地名と情報を毛糸で色分けし，結び付
けている様子。身体を動かすことが好きな子どもにとっ
て，動きながら地理を学ぶため，子ども達は誰もが楽
しいそうに，そして夢中になって取り組んでいた。



（2-3）学習の定着の確認:カリキュラムに応じた

5つの質問＞

テーマには学年の教科カリキュラムに応じた質問

が5つ提示される。子どもたちは期間中，様々な

学習や取り組みを通して5つの質問に答えるよう

にしなければならない。テストはなく，課題に取り

組む過程で，教師は子ども一人一人との対話を通し

て5つの質問に対し深い学びに到達しているかを

確認する。教師の役割は子どもの主体性を尊重し，

子どもが自ら答えを探求するように，コーチング的

な対応で質問し，子どもの声に耳を傾けて応じてい

くことである。

（2-4）5つの質問の例

グループ7（5年生）のテーマは西ヨーロッパで

あり5つの質問の内容は以下のとおりである。

① EUはどうしてできたか

② EUの国は全てユーロを持っているか

③ 西ヨーロッパにはどんな気候があるか

④ イギリス王国に所属する国はどこか

⑤ 大都市の特徴を3つ挙げなさい

（2-5）クラス全員で作るマインドマップ

VierKeerWijzer�の学びは，各自の課題を教室

の壁などに飾り，皆で関連付けてマインドマップを

作成し，各自が学習した内容を発表し合う。子ども

達はテーマの内容を自分の課題内容はもちろん，他

の子どもが選んだ異なるアプローチ（知能）から客

観的に学ぶことができ，学びを共有化することがで

きる。視察時は新学期が始まった頃であったため，

マインドマップも作成され始めたところだった。

Ⅳ．まとめ

SAMI-Concept及びSAMI-Trainingは学校や学

級の目指すべきビジョンや価値観を教職員同士，子

ども同士が対話を通して作成し，可視化し，いつで

もどこでもそれを見ることができる環境づくりを行っ

ていた。目指すビジョンや価値観を可視化すること

により，学校の規模やクラスの人数に関係なく，何

を目標に今どのようなリーダーシップ（リーダー，

マネージャー，コーチ）を取ったらいいのかを校長，

学年主任，クラス担任はその都度考えることができ

る。担任へのインタビューより教師は学校という組

織に対して非常に主体的で能動的であると感じた。

校長は「リーダーに失敗はつきもの。失敗を恐れる

のではなく，より良い組織になるために冒険しよう。

そして問題が出てきたら話し合おう」と何度もおっ

しゃっていた。校長先生のお話しや担任と子どもの

様子から，学校は対話しながら成長しあえる仲間が

いて，この仲間のために今，自分は何ができるかを

主体的に考え能動的に実行できる場所になっている

と感じた。この雰囲気が教職員や子ども達に安心感

オランダの初等教育におけるSAMI-Conceptと VierKeerWijzer�
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図24．マインドマップ１
ICTを活用し，文章なども全て子ども達が作成してい

た。

図25．マインドマップ２

図26．マインドマップ３



を与え，主体的で能動的な学びにつながっているの

ではないかと考える。

VierKeerWijzer� は8つの知能から学習方法を

自ら選択するため，子ども達のモチベーションが高

く，学びに対する探求心を促しやすいと感じた。ど

の子どもも楽しそうに夢中で学んでいる様子が見ら

れた。子ども達は「私の作ったものを見て」と誇ら

しげに説明しに来た。また学習に取り組む態度は主

体的，能動的で勢いがあった。子どもは一人で，ま

たはペアやグループで学習を進め，教師はその学習

中にこの単元で習得する課題の理解が深まるような

言葉をかけていた。このような学習方法であると，

テストの点数がいい悪いに関係なく，お互いの得意

な知能を活用しあい対等に取り組むことができる。

みんなで創るマインドマップは学習の理解を定着さ

せるだけでなく，子ども達の自己肯定感や仲間との

共感力，将来学び続ける意欲を高めると感じた。

SAMI-Concept,SAMI-TrainingとVierKeerWijzer�

の両者に共通し「主体的・対話的で深い学び」につ

いての示唆を与られた点について以下まとめる。

① 到達目標は決まっているが，子ども達は学び方

について選択の幅が広く，個人の得意な学び方

で学習できる。

② 体験型教育の中で自己決定や自己解決が促され

ている。

③ 校長と担任，担任と子ども，子ども同士が安心

できる雰囲気の中で対話し，お互いの考えを聴

き合いながら解決（学び）を進めている。

④ 自ら選択し，学んでいるプロセスが可視化され

ている。または友達と一緒に学んだ成果物が可

視化されている。これらを通し，子ども達は学

習を振り返り，自らの考えを広げ，深めている。

⑤ ①～④の学習環境が整えば，子ども達の「おも

しろい」「やってみたい」「探究したい」という

学ぶ意欲が加速する。

⑥ 学校は人と人とが関わり合い，学びあう場に重

点が置かれていた。基礎学力を定着し，応用す

る時間はiPadやパソコンによって個別学習と

して進めていた。この背景には，オランダの教

育現場においてICTの活用が定着しているこ

とによるものであると推察する。
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